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はじめに 

 
 
八尾市市民活動支援ネットワークセンターは平成 16 年 10 月に八尾市が設置

した市民活動・ボランティア活動の拠点です。 
 
運営は八尾市より八尾市市民活動支援事業として「特定非営利活動法人 やお

市民活動ネットワーク」が受託し、「市民による市民のためのセンター」を目指

し、より一層みなさんの意見を反映した運営を行なっています。 
 
今期 8 月より、八尾市の重点施策として、さらなる公益活動の発展、市民活

動団体やこれから携わりたい方に加え、多様な活動主体（地域活動団体や社会

貢献活動を行う事業者、学校園）を支援、連携をコーディネートする中間支援

センターとして大きく進化を遂げました。 
 
新しい業務内容となり、やお市民活動ハンドブック 2014「つなぐ」の作成や

引き続き、地域に出向き市民活動団体の PR や市民活動団体・地域活動団体等へ

の取材や協働など、多様な主体に目を向けながら、市民活動団体がどのように

地域や多様な活動主体に対してお役に立つのかを模索して参りました。 
 

 また、市民活動団体同士のつながり・交流も図り、利用される登録団体のた

めの行事・業務も行って参り、中間支援組織として市民活動団体へのさらなる

サポートを目指して参りました。 
 
ここに、本年度の八尾市市民活動支援ネットワークセンター運営事業の活動

を報告させていただきます。 
 

平成 26 年 3 月 
特定非営利活動法人 やお市民活動ネットワーク 

                                      理 事 長   伊 藤  保 
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2.1.「つどい」の管理運営業務 

◆開館運営状況 

        開館日：水曜日～日曜日     休館日：月曜日・火曜日・12 月 29 日～翌年 1 月 3 日 
     開館時間：平日 10～21 時   土曜日・日曜日・祝日 10～18 時 
   ◆運営体制について 

  今年度の運営は、スタッフは 6～7 名、ボランティアは 7～10 名で行った。 

○ 理事会の開催 

開催日：8 月 17 日（土）、出席者：6 名、内容：つどいの運営、その他協議事項 
開催日：9 月 29 日（日）、出席者：6 名、内容：つどいの運営、その他協議事項 
開催日：2 月 23 日（日）、出席者：7 名、内容：つどいの運営、その他協議事項 

○ つどい運営体制（スタッフ及び責任者（担当理事）） 

・ 業務責任者：理事 兼 事務局長 兼 スタッフ：新福泰雅 
・ 理事（理事長）兼 スタッフ（8 月から）：伊藤保  ・理事（副理事長）：西田裕 
・ スタッフ：新出育子（10 月で退職）、中島光、櫻井健治、大髙美和（12 月で退職）、

村上てるみ（11 月から） 
○ つどいボランティア体制 

・ ニュース発送グループ 6 名 
北野兼史氏・下重登志子氏・大石友子氏・野瀬潤子氏・八木陽子氏・玉置永子氏 

・ 運営ボランティア 4 名 
小池秀一氏（3 月まで）・鞠川美代子氏（1 月から）・鄭重成氏（1 月から）・井谷

仁美氏（3 月から） 
◆助成金などの審査員・講師派遣（下記は、全て西田副理事長が参加・協力） 

・ 八尾市市民活動支援基金審査委員、八尾市地域福祉推進基金審査委員、楽しい環

境活動支援金審査委員、地域分権委員会委員、地球温暖化対策実行計画委員、山

本地区自治振興委員長、山本第 3 地区民生委員・児童委員、大阪府立山本高等学

校協議会委員、八尾市公民協働推進委員、山本小学校区まちづくり協議会会長、

八尾市社会福祉協議会理事 
◆利用者の状況 

  利用者は開設以来 49000 名を越え、平成 25 年度 3 月末で 53383 名まで増加した。前年

度と比べ来館者数が 4％増加した、昨年度までの減少傾向から歯止めがかかった。 
  月別来館者数では、10 月の来館者が減少したためか、11 月が最大来館者数となった。 
 

○ 来館者数 

 
 
 
 
 
 
 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 465 569 379 597 497 522 563 501 4093 
2012 年度 468 483 503 529 503 505 511 426 3928 
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利用者の時間帯別来館者数としては、10 時台が 1 番多く 13 時台で再び増加し、17 時台ま

で少しずつ減少し、18 時台に再び増加をたどり、前年と同じ傾向となった。 
13 時台から 16 時台までの減少幅は以前よりも増えた。前年に比べ 10 時台と 13 時台は減

少したものの 18 時台での来館者数は増えた。18 時台の来館者数の増加は、プリズムホール

が空調機のメンテナンスで利用できないことで会議室の利用が増加した可能性がある。また、

印刷機器等の利用が増加した可能性もあると思われる。 
曜日別来館者数では、平日が土曜日・日曜日に比べ来館者数が多い傾向にある。これはセ

ンター「つどい」を利用している団体の多くが平日に会議を行い、土日はイベントや現地で

の活動が多いのではないかと考えられる。 
また、23 年度から平日は水曜日から木曜日や金曜日の方が来館者数が増加している。 

 
◆利用登録団体の状況 

 利用登録団体は年々増加しており、平成 26 年 3 月末で新たな団体登録が 7 件、登録廃止

は 1 件あり、現在登録団体は 326 件となった（巻末資料参照）。 
 

 ◆会議室・相談室の予約受付、貸出等の管理、館内レイアウト変更 

「会議室（大）」の利用は 164 件で、「会議室（中）」は 180 件、「会議室（小）」の利用

は 25 件、「相談室」も 31 件であった。「会議室（小）」の件数が減少したのは、前年度は 2
室利用であったが、2 階北側会議室が常時使用できるようになり（現在の「会議室（大）」）、

3 室利用となり、「会議室（大）」に利用変更したからである。 
～会議室（大）～       ～会議室（中）～         ～会議室（小）～ 
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表：平成 25 年度 月別会議室利用団体数 
〇会議室（大）利用団体数 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 19 23 18 23 14 25 24 18 164
2012 年度 － － － － － － － － －

〇会議室（中）利用団体数 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
 2013 年度 20 22 17 28 22 24 26 21 180
2012 年度 16 25 24 28 22 26 29 23 193
〇会議室（小）利用団体数 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 5 3 2 3 4 2 4 2 25
2012 年度 4 11 15 16 12 15 10 12 95
〇相談室利用団体数 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 6 10 3 3 2 2 2 3 31
2012 年度 － － － － 3 9 14 2 28

 

◆印刷機等備品の利用管理・保守業務 

印刷機、コピー機、紙折り機等の利用受付と保守管理を行った。 
印刷機の使用件数は、昨年比で 1・3 月以外は減少した。その他設備の使用件数は、昨

年比で 3 月以外は減少した。印刷機、紙折り機、裁断機、ラミネーターと作業スペースは、

「会議室（小）」に併設して「作業スペース」として各機器を常設している。 
表：設備利用状況 

○ 印刷機利用状況                      

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 32 48 32 37 27 40 27 53 296
2012 年度 57 53 51 51 39 34 38 47 372
 
○紙折り機利用状況 
 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 8 9 8 11 7 8 5 12 68
2012 年度 14 16 14 18 16 8 7 8 101
 

〇 その他利用状況 

（裁断機・ラミネーター・コピー機・パソコン） 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 34 31 26 26 23 21 25 34 220
2012 年度 40 40 43 33 27 26 40 31 280
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○ 作業スペース利用状況 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 35 52 35 43 28 40 29 43 305
2012 年度 49 53 58 60 42 39 40 54 395
 

～印刷機（左）・紙折り機（右）～             ～コピー機～ 
 
 
 
 

 

 

◆パーソナルコンピュータ等、情報機器の管理 

A3 用紙のカラープリンター（インクジェット）を引き続き活用し、つどい運営でちらし

や写真、ニュースつどいの表紙をカラー印刷し広報活動に活用した。 
 

◆各団体のチラシ、ポスター等掲示物の受付、掲示など 

 前年度に改善を図った状態を維持し情報提供を行ってきた。 
市民活動団体機関紙やイベントチラシ等を玄関のパンフレットスタンドに展示し、また館

内壁面にも掲示し、情報提供を図った。館内の掲示物を改善し、より見やすいように工夫し

た。 
 

◆メールボックスの申込み受付、貸出等の管理 

メールボックスの貸出しを行い、現在 44 団体（昨年度 38
団体）が利用。利用時に提出する各申請書類等に、登録団

体情報を印字した用紙を投函するサービスを実施継続中。 
 

◆郵便物・手持ち等の受付・回覧 

 郵便物や登録団体のちらし等の手持ち持参を608件受付、

回覧・共有した。昨年比で 15％増になり情報が集まった。 
 

◆執務室のリフォーム 

 つどいスタッフ・ボランティアの増員と業務環境の改善

のため、1 月 18 日（土）に執務室の机等をリフォームした。 

～メールボックス～ 
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2.2.中間支援業務 

2.2.1.情報収集及び情報発信業務 

（1）活動主体による公益的活動に関する情報の収集 
活動主体による公益的活動の情報収集を、活動先の現場に出向き収集した。主には「ニ

ュースつどい」や「つどいブログ」での掲載を兼ねて行った。 
現場に出向いた際に、活動主体作成の資料の収集・画像の収集は行った。また、「つど

い」でちらし等の印刷物は、館内で掲示を行った。 
しかし、活動主体による課題や支援ニーズや連携の意識等の収集や体系化までに至って

いない。また、登録団体の団体紹介のパンフレットや活動実績の成果物等は、紙媒体では

蓄積しているが、デジタル上のデータベース化まで図れていない。 
 

（2）活動主体による公益的活動に関する情報の発信 
上記（1）で収集した情報は、「つどい」来館者が閲覧できるように努めた。ちらし等は、

閲覧・手に取って持って帰れるように掲示・配架を行った。 
また、ちらしを使って「つどいブログ」や「ニュースつどい」で情報を発信した。「つ

どいブログ」で掲載した内容については毎週 1 回を基本に「メールマガジン」でお知らせ

した。 
また、「つどい」の業務が変わったことを機会に、地域活動団体と市民活動団体をつな

ぐ役割であることを PR したちらしを作成し、野遊祭や成人式等で配布を行った。 
 
（3）やお市民活動ハンドブック 2014「つなぐ」の作成 

    ◆作成目的 
下記の目的で行った。 

・ 市民活動団体の活動がわかる情報を集約し、製作を機会にデータベース化を図る。 
・ 新たな支援対象となった地域活動団体の情報を盛り込み、地域活動団体と市民活動

団体の協働促進とマッチングを図るツールとする。 
・ 地域活動団体に加え、市民・事業者、奉仕団体、学校園、行政も対象に配布にし、

つながるツールとして提供する。 
・ 市民活動団体の寄付募集を掲載し、新たな財源確保にもつなげる。 

 
◆構成・掲載内容 

構成・掲載内容は、下記の 4 点である。 
・ 市民活動団体の紹介は、八尾市市民活動支援ネットワークセンター「つどい」（以下、

「つどい」）に登録している市民活動団体（以下、つどい登録団体）で、掲載の意志

を示したつどい登録団体で 103 団体を掲載（八尾市内の市民活動団体全てを掲載し

ない）。 
・ 地域活動団体の紹介は、八尾市内の各小学校区（地域の活動の状況に応じて中学校

区）で設立した 28 の「校区まちづくり協議会」を掲載し、紹介ページに校区内に所

在するつどい登録団体をあわせてリストで掲載。 
・ 「つどい」の紹介として、施設概要・支援内容、つどい登録団体からの「つどい」

の紹介（インタビュー）を掲載。 
・ 八尾市内で市民活動・地域活動の協働先を紹介。 
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◆前回のハンドブックからの改善点 
  改善点は下記の点である。 
・ つどい登録団体の紹介では、前回は文字情報のみの掲載であったが、活動がわかる

写真を掲載した。また、掲載内容では前回は基本情報（団体名・代表者名・活動内

容・連絡先等）のみだったが、任意で寄付募集の掲載を設け、PR 内容を増やした。 
・ つどい登録団体で、「子どもの健全育成」に該当する団体には、特別項目として「子

どもの対象年齢」と「対象になる親御さん」について質問し回答をもらい、フロー

チャートとしてまとめた。これは次世代が将来成人した際に、市民活動に参加・活

動してもらうために、子どもの時から活動に参加してもらうためにの団体紹介用と

して作成し、ハンドブックとは別に用紙としてまとめた。 
・ 目次のつどい登録団体の紹介では、主たる活動分野別で掲載した。各活動分野での

掲載順番について、活動分野の中で主たる活動分野に該当するつどい登録団体を 50
音順にて掲載し、そのあと複数の活動分野に該当するつどい登録団体を主たる活動

分野順（ページ順）にて掲載した。加えて、活動分野別で複数の活動分野に該当す

る場合は、目次の各活動分野別で最大 4 分野までをページで掲載し、目次から分野

別で団体を調べられるように工夫した。 
・ 校区まちづくり協議会の紹介では、各ページの上部で各「校区まちづくり協議会」

の目標や活動を紹介し、市民の方や市民活動団体をはじめとする多くの方に、目標

や活動内容等を知ってもらうために掲載した。下部には、各校区内に所在する「つ

どい登録団体」のリストを掲載し、「校区まちづくり協議会」と「つどい登録団体」

とが知り合い、つながり、協働する機会になればと考え掲載した（リストは、今後、

追加記入できるように空欄を設けている）。 
・ 「つどい」の紹介では、つどい登録団体から「つどい」に登録しつながったことで、

どのような支援を受け、活動に発展したかを第三者の立場で紹介した。 
・ 協働・マッチングを図るために、すでに八尾市内で市民活動・地域活動として協働

している団体・場所先を紹介した。 
 

◆今後の展望 
 必要な方に市民活動団体と地域活動団体を紹介する印刷物として 3,000 部を作成し

た。今後は、必要とする方を探し出し、情報を提供したい。下記の方を探しつながるこ

とを目指す。 
・ つどいに来館した市民や取材等で現地にて知り合った市民で活動を始めたい方。現地

で協働を考えている市民活動団体。 
・ 地域で市民活動団体を知り協働を考えている方 
・ 上記以外で協働を考えている事業者・学校園・行政。 

今後は、上記の方々と知り合い、ふれあうサロン等を企画していき、ハンドブックが

多くの方に活用されるよう取り組んでいきたい。また、必要とする人を創り出すことを

考える必要がある。 
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2.2.2. 活動主体の支援業務 

（1）活動主体が必要としている情報等の提供 

◆「ホームページ」と「ブログ」の更新 

 センターのホームページと「ブログ」の更新を行った。各掲載項目は下記の通り。ホーム

ページ訪問者数は、前年度に比べ約 33％減少した。これはセンター「つどい」ホームペー

ジの更新をあまり行わず「つどいブログ」で頻繁に更新を図ったためである。ブログのユニ

ークユーザー数は前年度に比べ約 78％増加し、アクセス数は前年度に比べ約 63％増加した。 
○ ホームページ 

・ 新着情報 ／ 施設案内 ／ 各種申請書のダウンロード 
・ センタースケジュール（会議スペース等予約状況） 
・ 茶ろん・広がり交流会・専門家相談のお知らせ 
・ 「ニュースつどい」ダウンロード 
・ 助成金情報 ／ メルマガ登録 ／ リンク 

○ 「つどいブログ」 

・ NPO 法人向け情報／「つどい」の主催行事とお知らせ 
・ 「つどい」環境配慮の取組み／「ニュースつどい」 
・ スタッフのひとりごと ／ スタッフ紹介 ／ 八尾市関係（行事案内） 
・ 助成金情報 ／ 市民活動情報（行事案内等）  
・ 市民活動関連情報（地方新聞） ／ 相談対応 

 

平成 25 年度 ホームページ訪問者数 
○ ホームページ 訪問者数                

 8 月 9 月 10月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 
2013 年度 1638 1592 1453 1506 1375 1168 1032 833 10597 
2012 年度 2197 2167 2258 1900 1826 1910 1703 1757 15718 

 
○ブログ 訪問者数（ユニークユーザー数 ・ アクセス数） 

 8 月 9 月 10月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
ユニーク 
ユーザー

数 
2013 年度 891 890 919 906 888 885 886 875 7140
2012 年度 215 275 374 650 697 609 595 588 4003

アクセス

数 
2013 年度 1521 1534 1550 1525 1480 1486 1480 1457 12033
2012 年度 267 616 903 1253 1155 1078 1020 1105 7397

 
「つどいブログ」では、センター「つどい」を含めた市民活動団体の広報をより強化す

るため、登録団体の行事案内のちらしと内容をブログで紹介している。また紹介した行事

の中から実際に取材しブログで紹介も行っている。「ニュースつどい」のお知らせや、セ

ンター「つどい」の行事案内、「スタッフのひとりごと」等といった日頃のセンター「つ

どい」の動きを情報発信してきた。 
「インターネット、新聞紙上にある市民活動関連の情報収集」業務は、地方新聞のポー

タルサイト「47NEWS」で情報収集を行い「市民活動関連情報（地方新聞）」で情報提供
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した。最近は、八尾市の施策の紹介も意識して更新を行っている。 
 

◆ネットワークセンター機関紙「ニュースつどい」の発行 

毎月発行の「ニュースつどい」は、コンパクト化とシンプル化を引き続き図り、概ね 2200
部で発行した。登録団体・他市町村市民活動センター等への発送の他、市内関連施設、商

業施設、駅等にも継続して設置した。 
編成は 10 月号より簡素化し 8 ページ編成から 6 ページ編成にした。各種コーナーは、

「特集」は、10 月号から「センター「つどい」トピックス」と改め、センター「つどい」

新業務の紹介や成人式等での PR などを取り上げた。 
また、6 ページ編成でより文字は少なめにし、写真を大きく表示し、ビジュアルに見て

わかるように努めた。 
 

    「ニュースつどい」記事構成（基本形：10 月号以降）は下記のとおり。 
ページ  記事構成（基本形）  

表紙 目次、八尾の動きがわかる写真等 

1P 市民活動団体 活動紹介 ／ つぶやきコラム 

2P センター「つどい」トピックス ／ シリーズ 地域を知ろう！ 

3P やお市民活動インフォメーション 

4P やお市民活動インフォメーション ／八尾の歴史民俗シリーズ「八尾 なんやかや」

5P ニュース「つどい」の配布先のご紹介／センター「つどい」からのお知らせ 

 

◆「つどいメールマガジン」の発行 

昨年度に引き続き、「つどいブログ」での新着情報をお知らせする内容で、毎週 1 回配信

を行った。合計 32 回配信した。登録件数は 49 件である。 
また「つどいメールマガジン」のバックナンバーを、ホームページか「つどいブログ」で

紹介を行う予定である。 
 

◆八尾市こどもサイトあつまれ八尾っ子！！「キッズイベントカレンダー」への情報提供 

「キッズイベントカレンダー」は小学校高学年から中学生を対象にしたイベントの掲載を

インターネットで閲覧ができる。その掲載は、八尾市の施設の行事案内に問わず「つどい」

登録団体の行事も掲載ができることから、日頃より来館する「子ども健全育成」分野の登録

団体に情報提供がないか連絡を行った。しかし、あまり情報提供を行う登録団体がないため、

今後他の業務との関係や団体への広報支援につながるよう、工夫する必要がある。 
 

  ◆その他市民活動に関する情報の収集・提供業務 

「声から広がるネットワーク」という番組では、毎月第 2 水曜日と第 4 水曜日の 2 回放

送されており、そこに「市民活動インフォメーション」というコーナーに、つどいスタッ

フが出演した（日時の都合により番組関係者がお知らせする場合もある）。 
第 2 水曜日の放送では登録団体の行事案内等をお知らせし、第 4 水曜日の放送ではセン

ター「つどい」の行事をお知らせした。  
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（2）各種相談 

 NPO 設立・運営の相談、広報方法、協働・団体紹介に関する問合せ等、幅広い分野の

相談を受付けている。センター「つどい」のスタッフによる相談と、行政書士による月１

回の専門家相談があり、8 月から 3 月で来所 38 件・電話 8 件の相談を受けた。来所は窓

口対応や相談室での対応を行った。 
 今年度も NPO 法人の設立・運営相談については、引き続き法人格認証手続き前に、「な

ぜ法人格が必要か。」や「NPO 法人とは何か。」という説明を行った。また「株式会社と

NPO 法人の違いについて」も相談があり、公益と共益の違い、営利・非営利の違いを説

明し対応した。また NPO 法の改正にともなう定款変更の手続き相談もあった。 
 その他の相談では、八尾市市民活動支援基金の相談、指定管理者へ向けての相談、協働

先の紹介の相談があった。また今年度からは活動分野別で団体を知りたいという相談もあ

り、登録団体を活動分野別で分けた作業をあらかじめ行ったことが功を奏し、対応するこ

とができた。また、ふれあい・交流のサロンを行いたい相談では、ファミサロンえんがわ

を直接現地まで紹介を行い、また地域活動団体からの相談で市民活動団体を紹介するなど、

多彩な相談が今年度は多くあった。さらに、ボランティアをしたいという相談に対して、

パソコン作業も可能ということで、「つどい」のボランティアスタッフにもなってもらう

など、次の活動につながる対応が出来た。 
 また、11 月 5 日（火）に大阪府・堺市・大阪市主催の「NPO 法人会計基準セミナー」

に参加し、NPO 法人の会計基準や活動計算書の意味、財務諸表の注記等を学習し、NPO
法人の相談対応に活かすことができた。 
 

表：平成 25 年度相談対応内容 
1 8 月 2 日 来所 スタッフ 特定非営利活動法人の申請における書類に関する相談 
2 8 月 3 日 来所 スタッフ 市民活動助成金を獲得。今後市民団体とのつながりを増やしていきたい。（写

真体験講座等の開催） 
3 8 月 7 日 来所 スタッフ 10 月 26 日（土）に「はな・はな フェスタ」を開催する。開催内容は、ワ

ークショップ・手作りクラフトを行う。外に出すのは初めてである。「ソフ

トエアロピクス」の活動をしている団体と「レセプションホール」を借りる

ための受け付け窓口を紹介してほしい。 
4 8 月 8 日 来所 スタッフ 現地を歩く講座（歴史＆自然）に写真を撮りに参加したいので紹介してほし

い 
5 8 月 8 日 来所 スタッフ （太陽の広場で出られた市民活動団体があると知り、地域のフェスタに出展

団体が不足した際に、出展・披露できそうな市民活動団体がいれば紹介して

ほしい。 
6 8 月 18 日 来所 スタッフ ＮＰＯの運営について・給与支払いについて 
7 8 月 18 日 来所 行政書士 ＮＰＯの設立について・どのような法人なのか？・設立手続きについて教え

てほしい 
8 8 月 29 日 来所 スタッフ 恩智周辺を歩き、写真の撮影企画を 10 月くらいにやりたい。恩智の地域・歴

史についてご存知の方を紹介してほしい 
9 8 月 31 日 来所 スタッフ ＮＰＯ法人の組織の在り方について教えてほしい 

10 9 月 11 日 来所 スタッフ 八尾の市民活動団体がわかる名簿と活動の分類がわかれば教えてほしい

（例：池などのまちづくり・文化創出している団体を調べたい）。 
11 9 月 13 日 来所 スタッフ プリズムホームで 10 月 10 日、11 日開催の「うろもも色時間」の演劇公演を

開催する。つどい登録団体で子ども対象の団体を紹介してほしい。 
12 9 月 15 日 来所 行政書士 ボランティア受入評価益・評価費用について 
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13 9 月 19 日 来所 スタッフ 10 月 5 日（土）に撮影会を開催するので、多くの方に知ってもらいたい。広

報できる方法を紹介してほしい。 
14 9 月 20 日 来所 スタッフ ＰＴＡを対象に、12 月初旬にものづくりを行う講座を開催したい。ものをつ

くる市民活動団体を紹介してほしい。（家庭教育の一環として開催） 
15 9 月 22 日 来所 スタッフ 八尾市まちなみセンター指定管理者の応募書類を作成し、会計の収支予算書

についてアドバイスがほしい。 
16 9 月 25 日 電話 スタッフ 八尾柏原ひきこもり家族の会 さくらの会 について知りたい。連絡を取る

にはどうすれば良いか？ 
17 9 月 26 日 来所 スタッフ 8 月のいずれかの土曜日 13 時より八尾市図書館 4 階で開催されていた折り紙

教室で見た折り紙の折り方を知りたい。（図書館に行ったが休館日であった）

18 9 月 27 日 来所 スタッフ 前回のアドバイスの基に、収支予算書を作成したので、ご確認いただきたい。

19 9 月 28 日 来所 スタッフ 八尾バルのスタッフが不足している。来年 3 月開催に向けてスタッフを強化

したい。企画から入ってほしいが、誰か紹介してほしい（昼間動ける人（15
時～夜もＯＫで年齢は問わない）。 

20 10 月 6 日 来所 スタッフ 16 日の指定管理者のコンペについて発表等の方法をアドバイスしてほしい 
21 10 月 9 日 来所 スタッフ 幼児教育として、ベビーマッサージ、リトミックなどをやっていた。それが

出来る講師を養生し、子育て支援を行いたい。NPO 法人格についても教えて

ほしい。 
22 11 月 7 日 来所 スタッフ 公園緑化、剪定、遊具の点検といった子どもが安全に遊べる環境づくりを行

う NPO 法人の設立を考えているので手続き等を教えてほしい。（スクールゾ

ーンの通学時の安全誘導も考えている） 
23 11 月 17 日 来所 スタッフ NPO 法人設立を考えている。子どもにサッカーを教えているが人数が増えて

きた。少しは NPO 法の勉強をしたが、どういう手順で進めた方がよいか分か

らない。 
24 11 月 17 日 来所 スタッフ 設立、報酬（給料）、会計についての相談 結婚支援→飲食サービスを行う。

他救援活動 
25 11 月 23 日 来所 スタッフ NPO 法人格を本日、八尾市市民ふれあい課に提出するので、最終確認を行っ

てほしい。 
26 11 月 27 日 来所 スタッフ 調査で国際交流を行う団体、施設を回答するにあたり、つどいの登録団体も

回答に入れることを検討したいので、該当する団体を紹介してほしい。 
27 12 月 13 日 来所 スタッフ 八尾市立の全小学校で来年度から「土曜スクール」を実施し、講座・体験で

小学生に向けて教えられる市民活動団体があれば紹介してほしい。 
28 12 月 13 日 来所 スタッフ 2014 年 7 月 22 日～24 日まで大阪国際交流センター「大阪市立大学国際シン

ポジウム 2014」を開催する。音楽で八尾と他の都市とのつながりを研究で

まとめていきたいと思っており、音楽で八尾と他の都市とのつながりがある

団体があれば紹介してほしい。 
29 12 月 20 日 来所 スタッフ 志紀駅近くのスーパー万代の横の小売市場（志紀ファミリー）の空き店舗を

使って食事提供、場所提供など地域のサロンづくりを行いたい。どのように

進めればよいか教えてほしい。また、今後、NPO 法人の設立も考えている。

30 1 月 12 日 出先 スタッフ 高安山で森林を歩き環境学習を行う。環境に意識を持った市民活動団体を紹

介してほしい。 
31 1 月 17 日 来所 スタッフ 3 月で定年退職するので、何かボランティアをしたいので紹介してほしい。 

32 1 月 17 日 電話 スタッフ 定款変更で、その他の事業の収益について定款の「事業の種類」の条文で、

「収益」を「利益」にかえないといけない理由をおしえてほしい！（要約：

定款変更で、収益・利益の文言変更について教えてほしい。） 
33 1 月 23 日 来所 スタッフ まちなみセンターの組織体制の考え方と雇用関係の考え方について教えてほ

しい。 
34 1 月 24 日 電話 スタッフ アルツハイマーの予防を行っている市民活動団体を紹介してほしい 
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35 1 月 31 日 来所 スタッフ 木育（木工でのものづくり、樹木を植える、切るなど気にたずさわり育てる）

を通じて活動やＮＰＯ法人の立ち上げを構想しているので、進め方、考え方

を教えてほしい。 
36 2 月 7 日 電話 スタッフ 市民が安らかに平和に生きていけるよう相談を受けて紹介する NPO 法人を

立ち上げたいので教えてほしい。 
37  2 月 12 日 電話 スタッフ "JR 久宝寺駅北側に新しく町会が立ち上がり、4 月 20 日(日)10 時～12 時に 

久宝寺保育所で設立総会を開催する際に、楽しさを取り入れて、マジックと

歌を行う団体を紹介してほしい。 
（要約：マジックと歌を行う団体を紹介してほしい。） 

38 2 月 12 日 来所 スタッフ "一人暮らしで手持ち無沙汰になり、何かお手伝いをしたい。 
ボランティア団体を紹介してほしい。 

39 2 月 20 日 来所 スタッフ 囲碁が出来る所を紹介してほしい。 

40 2 月 20 日 電話 スタッフ 笑いヨガを行う団体を紹介してほしい。 

41 2 月 20 日 来所 スタッフ プリズム市民サポーターの募集チラシを行いたいが方法はないか。 

42 2 月 20 日 来所 スタッフ ボランティアをやりたいので紹介してほしい。 

43 2 月 27 日 電話 スタッフ 高齢者福祉に関して活動する市民活動団体を知りたい。 

44 3 月 12 日 電話 スタッフ 紙芝居等のボランティア希望！！まもなく仕事から身を引かれるので何か会

社に貢献したいということ。 
45 3 月 20 日 来館 スタッフ NPO 法人寺内町久宝寺に携わることになり、NPO 法人のことについて教え

てほしい。 
46 3 月 21 日 来館 スタッフ 結婚式を事業として行い、離婚、虐待のない社会作りを目指した NPO 法人を

作りたい。NPO 法人について教えてほしい。 
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（3）人材育成の支援・財源確保の支援（各種講座・サロンの開催） 

 市民活動の入門から団体運営に関わる様々な知識やスキルをテーマに取り上げ、肩のこ

らない市民活動講座を企画開催した。 
NPO 法人の登記は、とっつきにくいところがあるが、やり方と意味がわかれば、取り

組みやすくなることを提案し、登記ができる人材育成の支援も意識して開催した。 
会計分野では、専門家も参加してもらい、校区まちづくり協議会関係者や市民活動団体

等、会計に関わる方で伝票・領収書の保管の大切さや会計を知ると運営が見えることを共

有し、会計にとっつきやすくするための人材育成と財源確保の支援を意識して開催した。 
子どもの健全育成団体に該当する「つどい」登録団体を中心に参加してもらい、次世代・

世代間交流を通じ協働して子どもを対象に活動できないか顔合わせを行い、各活動紹介を

行った。次世代の市民活動団体の育成を意識して開催した。 
 

表：各種講座・サロン開催記録 

 

No. 日付 開催テーマ 話題提供者・協力者 人数

1 8 月 10 日 井戸端サロン：日常生活なんでも相談 ― 9 名

2 9 月 14 日 市民活動団体・地域活動団体の会計担
当者のための会計サロン：会計伝票・
領収書の保管の大切さ 

― 
10 名

3 10 月 3 日 ＮＰＯ法人の登記とは 大阪法務局民事行政部第二法
人登記部門 
登記官 山下 博明 氏 

9 名

4 11 月 10
日 

市民活動団体・地域活動団体の会計担
当者のための会計サロン：会計から運
営が見ますよ！ 

― 
8 名

5 12 月 6 日 次世代・世代間交流のふれあいサロン 「つどい」登録団体 11 名

6 1 月 19 日 井戸端サロン：教えてＮＰＯ法人 行政書士 大依 和也 氏 7 名

7 2 月 15 日 井戸端サロン：どうしたら良いの？
報告書作成 ― 5 名

 
 
～開催の様子～ 
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（4）情報発信の支援 

「ニュースつどい」や「つどいブログ」で取材や開催案内を行い情報発信の支援を行った。 

また、引き続き広報支援として、「ニュースつどい」発送時の行事案内等の同封を行い、

公共施設や集客施設等へちらし等を簡易に配布する仕組みを維持し活用してきた。登録団体

等の行事案内等の同封を実施し昨年度は 16 件だったが、今年度は 39 件と倍以上に達し、8

月以降でも 27 件実施した。これは、広報支援が定着し、豊富な情報を発信出来たことに加

え、「ニュースつどい」を簡素化しても、広報支援で各種団体のちらし等を同封することで

簡素化した分をちらし等の情報量でカバーすることも出来たと考えている。 

「ニュースつどい」発送時に同封した内容は下記の通りである。 

 
表：広報支援：「ニュースつどい」発送時の行事案内等の同封 

7 月 8 月号 ・みんなのやお まちづくりかわら版 第 8 号
 
 

8 月 9 月号 ・市民活動ハンドブック掲載のお願い
・みんなのやお まちづくりかわら版 第 9 号 
・2013 年度 ゆうかり展 
・わたしの収穫祭 夢のコットンロード in 佐堂 
・八尾市まちづくり教室 高安山やまんねき散策 

9 月 10 月号 ・みんなのやお まちづくりかわら版 第 10 号
・2013 高安悠画会「かがやき」絵画展 
・障害者のための Jov トレーニング 
・撮影会のお知らせ！「写楽のつどい」撮影会と歴史散歩 
・はな✿はなフェスタ 
・やおふれあいまつり「オープンカフェ」やります！ 

10月 11 月号 ・みんなのやお まちづくりかわら版 第 11 号
・写楽のつどい写真展 
・第 10 回やお市民活動まつりアートやっちゃお！ 

11月 12 月号 ・みんなのやお まちづくりかわら版 第 12 号
・コモセンス・ペアレティング講座 
 

12月 1 月号 ・みんなのやお まちづくりかわら版 第 13 号
・やお市民活動 春の祭典 Part10 出展団体参加募集 
 

1 月 2 月号 ・みんなのやお まちづくりかわら版 第 14 号
・河内木綿藍型染め講座正募集 
・アートやっちゃお！開催&出展等参加募集 

2 月 3 月号 ・ みんなのやお まちづくりかわら版 第 15 号
・ プリズム市民サポーター大募集!! 
・ 八尾市民活動 春の祭典 Part10 

3 月 4 月号 ・ みんなのやお まちづくりかわら版 第 16 号
・ 出張所での公金収納廃止のご案内 

 
合計 27 件（内訳：案内ちらし 18 件、広報紙 9 件） 
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2.2.3. 公益的活動への参加支援業務（ボランティアの育成等） 

（1）入門講座の開催・ボランティア体験機会の提供 

引続き交流会として、河内木綿の栽培体験・菜の花の植え替え体験を開催（内、河内木綿

の栽培体験は雨天のため中止）。今後も継続して実施を行う。 

また、2月に NPO 法人河内農業福祉普及会の就農支援を行う農園の見学を 4 月に開催する

企画を立ち上げた。近隣の市民活動団体をつなげ、新たな活動場所として定着化を目指す。 

入門講座ではないが、八尾市高齢福祉課主催の「八尾市シルバーリーダー養成講座」の卒

業生であるシルバーリーダー同士の交流や活動先の提供を行った（2.2.4.活動主体の促進業

務と兼ねている）。 

 

2.2.4. 活動主体の促進業務（コーディネート・マッチング） 

（1）交流会の開催 

市民活動の交流の場として、月 1 回開催し、市民活動団体の活動現場に参加する企画を

行い、参加する際に地域活動団体や新しく参加する方に関わってもらうようにし、地域活動

との協働や新しい主体づくりの実現に向けて企画している。 
また例年開催している「やお市民活動まつり（アートやっちゃお！）」への参加と協力を

実施し、多様な市民活動団体に参加・協働を図ることができた。 
 

表：交流会開催記録 

 
 

～交流会の様子～ 
 
 

 

 

 

 

No 日付 開催テーマ 話題提供者・協力者 人数

99 8 月 25 日 河内木綿の栽培体験（草刈）
【雨天中止】 

ＮＰＯ法人 河内木綿藍染
保存会 

0 名

100 9 月 22 日 平成 25年度 八尾市まちづくり教室 ＮＰＯ法人 やお市民活動
ネットワーク 

14名

101 10 月 27 日 八尾国際交流会夜遊祭での出展と協
働 

八尾市市民活動支援ネット
ワークセンター「つどい」 

12名

102 11 月 24 日 アートやっちゃお！（第 10 回やお市
民活動まつり） 

やお市民活動まつり実行委
員会 

1500
名

103 12 月 7 日 菜の花の植え替え体験 ＮＰＯ法人 自然環境会議
八尾 

19名

104 1 月 25 日 八尾市市民活動支援基金報告会に向
けて 

ＮＰＯ法人 やお市民活動
ネットワーク 

7 名

105 2 月 8 日 癒しで元気になろう！ ― 9 名

106 3 月 30 日 一緒になってつながろう！
「八尾市民活動ハンドブック」 

ＮＰＯ法人 やお市民活動
ネットワーク 

5 名
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（2）活動主体の連携及び協力のコーディネート等 

◆学校園との協働：「成法中学校区チャレンジキッズ」 
 来年度の開催へ向けて 1 月 22 日（水）に「成法中学校区チャレンジキッズ」拡大実行委

員会に出席した。結果、6 月 21 日（土）・6 月 28 日（土）に、引き続き、登録団体「八尾

マジッククラブ」による「テーブルマジック」と登録団体「八尾市ディスコン協会」による

「ディスコン」に継続して参加してもらうことになった。 
「成法中学校区チャレンジキッズ」拡大実行委員会には、上記の登録団体も学校園とのよ

り深いつながりづくりなればと思い参加してもらった。 
 

◆八尾市役所職員向けに講演「みみずく講座」 

1 月 21 日（火）に八尾市役所本館 6 階大会議室にて、八尾市役所職員向けに「これでわ

かる！八尾市の地域分権！」をテーマに、つどいスタッフが講演。地域分権の取組みの中で

の「つどい」の役割や活動の PR を行った。 
また講演で作成したパワーポイント資料が、「つどい」の紹介資料として、講演以後も来

館者等に「つどい」の紹介を資料として提供する機会にもなった。 
 

◆八尾市生涯学習スポーツ課「出前講座等」に掲載 

生涯学習スポーツ課発行の「出前講座情報」に「社会に役立つ自分のやりたいこと！『八

尾の市民活動と「つどい」のご紹介』と、『教えて！NPO 法人ってなに？』を「つどい」の

講座情報として提供した。このことで、「つどい」が地域へ出向く機会につながり、また市

民活動団体とも一緒に出向いていく機会になればと考えている。 
 

◆地域包括支援センター有志会「えだまめ」へつどい紹介 

 3 月 18 日（火）に山本病院隣接の緑風園に話題提供者として招かれ、2 名が参加し、つ

どいの施設紹介と現在の活動や今後展望等をお話した。 
 

◆市民活動団体同士のつながりづくり、活動体験（高安山自然再生定期活動） 

この取り組みは、八尾市環境パートナーシップ協議会であり、八尾市環境総合計画の推進

主体である「環境アニメイティッドやお」の取組みとして、実施担当主体である「NPO 法

人ニッポンバラタナゴ高安研究会」が主催する里山整備活動に、ハイキングとして観察学習

の場の提供として、ガールスカウト大阪府第 16 団を現地に紹介した。 
次世代の子ども達が山と触れ、自然を知り、里山に

関わる機会として、またニッポンバラタナゴといった

希少生物が生息できる環境づくりのための、山崩れの

防止と湧水の確保を現場で体験してもらう機会とな

った。 
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 ◆地域ふれあい喫茶へマジックを披露 

3 月 16 日（日）に長池五丁目自治会集会所で、3 月 22 日（土）

小畑町集会所にて、2 日間に渡り、主催者である「山本小学校

区まちづくり協議会」へ八尾マジッククラブを紹介し、各集会

所でマジックを披露した。 
山本小学校区まちづくり協議会では、毎週校区内で地域ふれ

あい喫茶を開催することで、町会の枠を越え、各地区へ足を運

び、地区を超えた交流を図るため開催している。 
足を運んで交流を図るため、市民活動団体を派遣し、当日は

好評を博し新しい活動場所を見出した。 
 

◆フィーリングアーツを地域団体へ紹介 

3 月 19 日（水）に山本自治振興委員会主催の研修として、フィ

ーリングアーツを行う「永寿平野西の家」へ紹介した。フィーリ

ングアーツは、音楽と光と絵画による体感型の総合芸術で、

1981 年に現代美術作家の北村義博氏が独自の感性と技法で創

作したもので、安らぎ、感動、癒しなど心のセラピーを通じて、

人とのつながりづくりを行っている。アート分野の市民活動を

ご紹介した。 
 

◆社会貢献活動として事業者へ市民活動団体を派遣 

3 月 27 日（木）に有料老人ホーム「フォーユー八尾山本」

の内覧会で、登録団体「いちご会」のフラダンスグループを紹

介し、当日派遣した。事業者とのつながりが生まれ、また市民

活動団体の活動先として広がった。 
また後日、上之島地区自治振興委員会で、内覧会の様子を地

域で紹介する際に、「つどいブログ」の掲載内容を活用し紹介

をされ、地域活動の広報の支援につながった。 
 

◆八尾市高齢者ふれあいサロン「ファミサロンえんがわ」での活動先の紹介 

当法人が「ファミサロンえんがわ」の委託運営を担っていることから、センター「つど

い」の登録団体の活動場所として、下記の団体を紹介し現在も活動をしている。 
 

表：「ファミサロンえんがわ」で活動する登録団体 
 
 
 
 
 
 

登録団体名 活動内容 

八尾マジッククラブ マジック 
まちおこし YAO ライブ ギター演奏 
はなももクラブ 朗読・オカリナ演奏・歌・腹話術 
ひとみ会 ウクレレ演奏 
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◆八尾市シルバーリーダーの交流 

八尾市高齢福祉課主催の「八尾市シルバーリーダー養成講座」の卒業生が、各種団体を

結成している。団体同士・シルバーリーダー同士の交流や活動先の提供として、下記の日程

で開催した。 
 

日時 行事名 内容 
9 月 8 日（日） 第 36 回やお河内音頭まつり こどもの楽園コーナーへの

出展（折り紙等） 
10 月 11 日（金） シルバーリーダー交流会  
10 月 27 日（日） 八尾国際交流 野遊祭 切り絵、バルーン 
11 月 24 日（日） アートやっちゃお！ ウクレレ・フラダンスの出展

 
 

◆やお市民活動「春の祭典」Part10 開催 

 やお市民活動「春の祭典」も第 10 回を迎えた。3 月 25 日（火）～3 月 28 日（金）の

4 日間にわたり、八尾市役所本館 1F 市民ロビーにて市民活動団体の活動紹介のパネル展示

や体験コーナーを行った。今年度は体験による出展がさらに増え、会場の中心に体験コーナ

ーを充実させた。子ども向けの体験が豊富にありご家族での来場も多く、高年層から若年層

まで各世代に市民活動の PR が出来た。 
下記の 21 団体の出展があり、来場者は 385 名であった。例年よりも参加者数は減ってい

るが配布ちらしの枚数で人数集計をしており、配布が行き届かなかった可能性もある。しか

し、午前 11 時台から午後 2 時台までは、例年以上に賑わいがあり盛況で、来場者の滞在時

間も長くいたことも大きな特徴であった。 
さらに出展団体以外の「つどい」登録団体もちらしの配布で参加し、参加者集めで 7 名新

しい方とつながったという報告もあった。 
出展団体同士のつながりも出来、市民活動と出会い、参加ができるといったつながりづく

り・仕組みを具体化するなど来年度の目標も考えることが出来た。 
 

表：出展団体一覧 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 高安悠画会 11 特定非営利活動法人 
やお市民活動ネットワーク

2 犬の家アッシュ・ヴィー 12 ほほえみ 
3 八尾文章クラブ 13 いちご会 
4 河内銀友会 14 特定非営利活動法人 Child 工房

5 
八尾レディース＆ビギナーズマジックサークル、Group 
Viva"Origami"、Group Viva 紙芝居、グループ Viva コ
ラージュ、紙手紙＆造形サークル、光英会、Ellie,Viva 
Band 

15 八尾いきいき歌体操 

16
NPO 法人 
八尾市観光ボランティアガイド
の会

6 絵手紙いまが青春 17 市民が医療を考える会

7 八尾マジッククラブ 18 特定非営利活動法人 て・と・て

8 写楽のつどい 19 工房夢祭 
9 熟年サークルなごみ 20 創作舞踊 翔の会 
10 ガールスカウト大阪府第 16 団 21 ひとみ会 
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表：体験コーナー内容 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

◆八尾小学校 PTA へ市民活動団体を紹介 

しめ縄づくりを行う団体を紹介してほしいという依頼があり、登録団体「八尾市地域コ

ーディネーター協議会」を紹介し、12 月 5 日（木）に家庭教育学級『壁飾り』で講師とし

てしめ縄づくりを行った（ニュースつどい 2014 年 1 月号 1 ページと、2013 年 11 月号 2 ペ

ージを参考）。 
 
 

2.2.5. 活動主体による公益的活動の活性化に向けてのその他の業務 
（1）公益的活動を伴う活動主体との意見交換 

2.2.2.活動主体の支援業務の各種講座・サロンで、テーマを設けて意見交換の場を持ち、

市民活動支援基金事業助成金の活用経験のある団体も参加した。活動主体の活動の現状や

今後の方向性を把握する機会にもつながっている。「つどい」の事業についての提案及び

要望並びに行政に対する政策提案のアイディア聴取はできなかった。 
 

（2）他都市における先進的な取組事例の収集及び分析 
先進的に協働に取り組んでいる自治体の取組事例は現場に出向いて収集及び分析する

ことはできなかった。次年度は八尾市内では取り組んでいない事例を現場へ出向いていく

などを考えていきたい。 
 

（3）八尾市との連携による取り組みの検討 
つどいの事業の新たな企画及び開発並びに八尾市における支援制度の構築等に向けて、

八尾市と連携して検討することができなかった。 
ただ、第 10 回やお市民活動まつり（アートやっちゃお！）では、「つどい」は協力の立

場で関わり、市民活動団体の自主財源確保や、市内立地事業者における地域貢献活動の活

性化及び支援方策や行政との協働拡大などを実践できる場が出来た。今後、研究テーマ等

検討できるように考えていきたい。 
 

内容 団体 内容 団体 
テーブルマジック 八尾マジッククラブ 絵手紙 絵手紙いまが青春 
折り紙  熟年サークルなごみ 帯結び 創作舞踊 翔の会

写真なんでも相談 写楽のつどい 五感を使うおもちゃ
（右上写真） 

特定非営利活動法人 
Child 工房 

手づくりおもちゃ 工房 夢祭 バルーン センター「つどい」 

切り絵・折り紙 いちご会 タロット占い センター「つどい」 

～市民活動春の祭典の様子～
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3.成果と課題・方向性（ハンドブックを持って、出向いて行こう！！） 
◆ 情報発信から情報提供へ 

つどい登録団体からちらし等の情報提供により、「ニュースつどい」や「つどいブログ」、

「メールマガジン」等で情報を発信してきた。 
課題として、情報発信の手段として Face Book 等が未着手である点と、情報発信から今

度は必要な方へ情報を提供することが求められる。 
また、データベースのひとつとして、やお市民活動ハンドブック「つなぐ」が出来あがり、

必要とする方へ情報を提供する方法や企画を考え、ネットワークづくりを行い、協働やマッ

チングにつなげていきたい。また必要とする方を探し出し、新しい活動主体につなげたい。 
 
◆ 地域行事等の参加ニーズをつかむ（ハンドブックの情報を提供） 

市民活動団体が必要とする内容を知るために、地域行事に参加し、地域で求められている

ことで、市民活動団体で対応できることはないかを探しだし、地域に出向いて行く機会をさ

らに作る必要がある。そのためには、やお市民活動ハンドブック 2014「つなぐ」が出来上

がり、市民活動団体の活動内容を把握・分析し、提供できる材料を「つどい」で整理する必

要がある。さらに、並行して地域等に、「つどい」や市民活動団体が出向く PR チラシを作

成し、広報を含めて出向く準備を行う必要がある。 
また、今回のハンドブック制作等を通じて、市民活動団体や各活動主体の活動分析などを

行い、何が求められているかなど、知見を得るために研究の要素が必要になってきている。 
 
◆ 活動主体の促進業務が充実、公益的活動の活性化に向けてのその他の業務が不十分 

活動主体の促進業務は、つながりづくりに励んだ。また各活動主体からつながる機会を提

供いただいたことも大きい。 
反面、公益的活動の活性化に向けてのその他の業務まで行う余裕がなかったことは反省し

ている。「つどい」事業への提案及び要望や行政に対する政策提案のアイディア聴取や、他

都市における先進的な取組み事例の収集及び分析は出来なかったので、来年度着手できるよ

うに準備を行いたい。また、八尾市との連携による取り組みも検討していきたい。 
 

◆ そのための体制整備（新しい主体・スタッフの充実等） 
出来ていない業務を行うために、既存のこれまで行ってきた業務を「つどいスタッフ」や

「つどい運営ボランティア」等に業務の共有化を図り、地域等へ出向くスタッフを業務責任

者等が中心に担っていくように体制を整えたい。また今年度は、ハンドブックの作成体制が

整わず、予定のスケジュールから変更になったことを大きく反省している。 
また、今年度は、就労体験として、単発的に若年層の受け入れを行い、仕事や市民活動は

まずお役に立つことからすべてが始まることを実感してもらうために、ハンドブックの原稿

入力作業や、ニュースつどいの発送や取材等に関わってもらい、手足を動かすことで実感し

てもらった。体験後、他の職場のアルバイト等で実際に働くことにつながった報告があった。 
今後、「つどい」は市民活動から仕事観や研究心を育む施設として、新しい主体・スタッ

フの充実を図り、さらなる業務を遂行できるよう、公益活動を行う主体をつくり、協働を図

れるように努めていきたい。 
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八尾市市民活動支援ネットワークセンター「つどい」登録団体名 

登録団体数：326 団体（平成 26 年 3 月 31 日 現在） 

 
 
 
 
 



 - 21 -

 
 
 



 - 22 -

 
 
 
 



 - 23 -

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「やお市民活動ハンドブック 2014『つなぐ』」（八尾市） 
 
 



 




